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重点目標１ 学生募集の強化 

【学校関係者評価委員 所見】 

 文部科学省の「令和4年度学校基本調査」によると、服飾・家政系の専門学校学生数は1万

4604人で、前年に比べ9%の減少となっている。これはコロナ禍の影響でもあり、増減の数値は

専門学校全体（前年比9%減）と変わらない。しかし、服飾・家政系の推移をみてみると、1978

年（昭和 53 年）の 8 万 8689 人をピークに漸減傾向が続き、現在は、ピーク時の 16%の水準と

なっている。これは、繊維ファッション産業の構造的な要因によるところもあるものの、学生

数に関してファッション系専門学校は“向かい風”の状況が今日まで続いている。 

 学生数の 1万 4600 人を 2年制の学生数で割ると、1学年が 7000 人強となり、これが入学者

総数ということになる。全国のファッション系専門学校は、この7000人の中から一人でも多く

の入学者を確保する、厳しい争奪戦が繰り広げられている。この状況でドレスメーカー学院は、

どのような施策を打ち出すべきか。これが募集強化の起点である。 

 報告書でも示されたように、「服飾専門学校」と検索してもドレメが表示されないという点は

問題であり、早急に対策を立てるべきである。 

 ただ、ここ数年は Twitter や Facebook などを利用しての広報活動が行われており、若い人

のファッションビジネス離れが顕著となる中、インスタグラムの強化、及びTwitter発信開始

の点は評価される。今後も TikTok や YouTube などの利用を推進するなど、デジタルによる広

報活動を積極的に行うことが望まれる。 

 これと同時に本校の教育内容に関する独自性を、どのように志願者増加にむすびつけるかも

重要である。「ドレメに行けばこれが学べる」という教育内容を構築し、それを本校の魅力につ

なげる取り組みも喫緊の課題である。サステナビリティやＤＸが次代のキーワードになるなか、



ここでの先進性や独自性が発信できるようにする。業界が関心をもつ成果発表ができる体制を

つくるなどは、今後、高卒者だけでなく社会人のリカレント教育に対応するために欠かせない

要素と思われる。そのほかの課題は次の通りである。 

・ 学生募集の強化 

・ Z世代（1997年～2012年生まれ）のデジタルネイティブに関する理解。 

・ デジタルとアナログの併用。 

・ ナイトオープンキャンパスの進め方。 

 

重点目標2 同窓会組織の改革 

【学校関係者評価委員 所見】 

 同窓会の改革がどのように推移するのかは、関心がもたれるところである。これまでのとこ

ろ、当校の OGや OBにどのような有名人がいるのかも知られていないし、同窓の人たちの交流

を含めて、これも教育の資産である。活発に活動されることを期待している。 

 多忙な院長による同窓会会長の兼任を改め、新たに会長を選任した点は評価される。同窓会

組織を機能させ、学院の応援団として就活等さまざまな分野でのバックアップ体制を取れるよ

うすることが望まれる。 

 

 

基準１ 理念・目的・育成人材像 

 

創設者の杉野芳子先生の建学の精神に基づき①挑戦（チャレンジ）の精神、②創造する力、③

自立（自己実現）する力と定め、この「３つの力」を養うことを教育理念に定めている。 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 昨年、「ドレメの３Ｃ(３つの力)」の浸透度が４％と報告があったが、年度末にアンケート

調査を行った結果、知っていると答えた学生が 17.8％まで上昇した。正確には答えられないが

理念があることは知っていると答えた学生は 62.7％。知らないと答えた学生は 19.5％と上昇し、

対策を図った結果が出ている。 

Ø 業界が求める人材要件に関しては、主に教育課程編成委員会を通じての意見となっている

が、より多様な要望や提案を得るためには、業界のヒアリングを広げるべきである。 

Ø 業界からの協力に関しては、杉野学園が賛助会員になっている産業団体に相談をもちかけ、

同団体の指導のもとで立案する方策も検討すべきである。 

Ø 産学連携は、分野を広げて行われているが、SDGs や DX、さらに LGBTQなど事象が日本に

でも急速に広がっており、これらへの教育も産学連携が不可欠である。また、サステナビ

リティについては、リサイクルだけでなく人権問題がクローズアップされており、これを

含めたサプライチェーンの理解も重要なテーマである。 

Ø コロナ禍を過ごした高校生の日常は、かつての高校生とは全く異なった高校生活（２年～

３年）を送っているため、彼らの考え方・目標を見直す必要がある。 

 

 

 



基準２ 学校運営 

・運営方針 

・事業計画 

・運営組織 

・人事・給与制度 

・意思決定システム 

・情報システム 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 重点項目」にも記されているが、「学生募集の強化」で、新たな施策を行う点は大いに評価

される。 

Ø 「重点項目」にも記されていたが、SNSにおいて「服飾専門学校」と検索してもドレメが

表示されないという点は大きな問題である。すぐに対策を立てるべきである。 

Ø 人事考課制度の規定がないとあるが、人事考課に客観性をもたせるためにも評価方法の検

討は必要である。 

Ø コロナの影響により、学生（高校生）の行動、考え方が従来に比べて大幅に変化している。

これを含めて学校運営の舵取りが重要になってきた。 

 

基準3 教育活動 

・目標の設定 

・教育方法・評価等 

・成績評価・単位認定等 

・資格・免許取得の指導体制 

・教員・教員組織 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 高度アパレル専門科において「アートや装飾、建築等多方面の造詣を深める努力をしてい

く」方向性は今後の多様化が進む中で良い取り組みである。 

Ø 高度アパレル専門科で「「ブランディング」を授業に取り入れ、「作品」から「商品」を意

識できるよう…」という点はリアリティ重視という観点で良い。 

Ø コロナ渦で受け入れ企業が激減している中で、受け入れ企業の幅を広げる対応を取ってい

る点は、学生のためにさまざまな努力をしており良い。 

Ø 各科の教育目標が詳述されているが、それぞれの強化目標がリアルに伝わってこない。こ

れらを履修する前と後の効果の実証が必要と思われる。 

Ø ブランティングも重要な要素だが、それともにプロデュース能力も各科に共通した資質で

ある。新たなモノやコトの発見などの発想から商品化、さらに販売至るまでのプロデュー

ス能力も身に着ける必要がある。 

Ø ファッションビジネス科のサステナブル授業では、古着だけでなく、アップサイクルやバ

イオマテリアル、環境汚染、人権問題などシリアスな状況を的確に伝える必要がある。 

 

 

 



基準４ 学修成果 

・就職率 

・資格・免許の取得率 

・卒業生の社会的評価 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 同窓会組織の変革への取り組みが前進していきそうなので、今後はその組織をどのように

活用していくかを検討していく必要がある。 

Ø 卒業生400人の調査は、どのような形式か、また、その結果はどのような内容だったかを

明らかにしてほしい。 

 

基準５ 学生支援 

・就職等の進路 

・中途退学への対応 

・学生相談 

・学生生活 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø コロナ渦によって新卒の採用者数が減少傾向にあるが、ここ１年くらいは各企業ともに採

用意欲も大きくなってきており、コロナ前に比べるとまだ少ないとは思われるが、かなり

改善はしつつあるので、しっかりとした就活支援を行ってほしい。 

Ø 「女性のカウンセラーを１名配置した」こと、及び「環境の明るい教室に移動した」こと、

女性の多い当校では、非常によい配慮であり、継続してほしい。 

Ø 学生支援は行われている。 

 

基準６ 教育環境 

・施設・設備等 

・学外実習・インターンシップ等 

・防災・安全管理 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 全般的にコロナ対策にしっかりと取り組んでいる。これらの対策は継続して行うべきだが、

アフターコロナを見据えて、政府の方針に準じて対応も変えていくことが必要。 

Ø 学外実習の実施要項やマニュアルもたたき台のようなものを作成する必要がある。学外実

習や企業見学会のレポート提出によっての評価はした方が良い。 

Ø インターンシップの評価に関しては、かつて企業との提携コースで実施しており、これが

参考になる。 

Ø コロナ渦でインターシップの受け入れ企業の減少の中、インターシップや企業研修（工場

見学等）も規模を縮小したりして徐々に実施をスタートしたりするなど、工夫しながら対

応している。 

 

 

 



基準７ 学生の募集と受入れ 

・学生募集活動 

・入学選考 

・学納金 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 「各学科のネット配信担当教員を理事長が任命した結果、教員から各クラスの授業内容等

の情報も届き、発信回数も内容も充実してきた」とあるが、取り組みをスタートさせた効

果も出てきている。 

Ø さまざまなＳＮＳを駆使して工夫して発信することは重要なので、継続が必要。 

Ø 社会人も参加しやすいようにナイトオープンキャンパスも企画しているようで、学院の認

知度アップに繋がる施策を打っている様がよくわかる。 

Ø （入学者の）「ターゲットを社会人に向けて」は、とても重要な課題。「Re-Start」のタイ

トルで大卒、社会人、フリーランスに SNS広告で呼びかけている服飾専門学校がある。 

Ø 社会人も参加しやすいようにナイトオープンキャンパスも企画しているようで、学院の認

知度アップに繋がる施策を行っている。 

Ø 高校生に服作りの楽しさ、洋服を着る楽しさ、服を売る（販売）喜びを伝えられているか。 

 

基準８ 財務 

・財務基盤 

・予算・収支計画 

・監査 

・財務情報の公開 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø 学生募集の結果が財務全てに影響している。 

 

基準９ 法令の遵守 

・関連法令・設置基準等の遵守 

・個人情報保護 

・学校評価 

・教育情報の公開 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø しっかりと取り組みができている。 

Ø 法令は遵守されている。 

 

基準１０ 社会貢献・地域貢献 

・社会貢献・地域貢献 

・ボランティア活動 

【学校関係者評価委員 所見】 

Ø しっかりと取り組みができている。 

Ø 当校は大学との連携が出来る強みがある。 


